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女性部会女性部会からのお知らせ 
 
女性部会からのお知らせ 
 
◆女性校友のみなさんには、経法祭に

参加して、校友会企画にご協力くださ

るようお願いします。ご協力いただい

た女性校友には模擬店で使用できる

チケットや記念品など、さまざまな特

典があります。 

◆また、女性部会では２月の『女性校

友の集い』に続き、女性校友が多く集

まれるような新しいイベントを企画中

です。企画内容がまとまり次第、連絡し

ますので、是非多数の参加をお願いし

ます。  
　校友会はホームページ（校友会ホーム

ページは、大阪経済法科大学ホームペー

ジのトップページ「卒業生の方へ」から

入ります）を校友と校友会の双方向コミ

ュニケーションの場として積極的に活用しています。 

　校友会ホームページのトップページでは、学歌「白き学舎に」を聞くこと

ができます。「活動報告及び行事予定」には 校友会 の最新情報やぞれぞ

れの校友会事業の様子などを掲載しています。また、校友の近況報告や校

友会事業に対する要望などを「校友会掲示板」を通じてぜひお寄せ下さい。 

校友会ホームページを校友と 
校友会のコミュニケーションの場に 
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●第１０回校友会総会．懇親会 

●第３回全国支部長会議 

●２００８年度校友会事業計画 

●支部だより 

●母校の近況 

●活躍する卒業生 

●経法祭案内 

 

C O N T E N T S  
 
 

今
年
も
家
族
連
れ
で
母
校
を
訪
れ
よ
う 

 

経
法
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す 

　
学
生
の
大
イ
ベ
ン
ト
経
法
祭
が
１１
月

７
日（
金
）〜
９
日（
日
）の
３
日
間
の

日
程
（
７
日
は
前
夜
祭
）で
開
催
さ

れ
ま
す
。
校
友
会
と
し
て
も
例
年
、

在
学
生
に
対
す
る
校
友
会
の
ア

ピ
ー
ル
と
経
法
祭
を
機
会
に
母

校
を
訪
れ
る
校
友
の
憩
い
の

場
を
提
供
す
る
た
め
に
、積
極
的
に
協
力
参
加
し
て

い
ま
す
。
正
門
を
入
っ
て
す
ぐ
右
手
に
あ
る
ブ
ル
ー
の

テ
ン
ト
が
目
印
で
す
。こ
の
テ
ン
ト
の
下
で
種
々
の
楽

し
い
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
、餅
つ
き
大
会
や
ぜ
ん
ざ
い
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

の
販
売
、地
域
支
部
に
よ
る
物
産
店
を
出
す
な
ど
、卒

業
生
と
そ
の
家
族
、在
学
生
、教
職
員
、地
元
住
民
と

の
が
交
流
で
き
る
よ
う
、盛
り
だ
く
さ
ん
な
企
画
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、校
友
会
に
よ
る
模
擬
店

審
査
で
賞
金
を
出
す
な
ど
の
協
力
を
行
い
ま
す
。 

　
経
法
祭
期
間
中
に
は
毎
年
た
く
さ
ん
の
校
友
が
こ

の
テ
ン
ト
を
訪
れ
、お
お
い
に
懇
親
を
深
め
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、母
校
の
発
展

ぶ
り
を
み
た
い
と
高

知
支
部
か
ら
支
部
役

員
が
団
体
で
訪
問
し

大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
は
こ
れ
に
な
ら
っ

て
、ほ
か
の
支
部
も
母

校
訪
問
の
企
画
が
進

む
可
能
性
が
あ
り
そ

う
で
す
。 

校
友
会
で
は
、経
法
祭
期
間
を
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
と
し
て
位
置
づ
け
、校
友
が
懐
か
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス

に
集
い
、交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
家
族
連
れ
、友
人
を
誘
っ
て
、ぜ
ひ

母
校
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、女
性
会
員
に

は
模
擬
店
で
使
用

で
き
る
金
券
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の

特
典
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
校
友

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
（
１０
月
中

旬
予
定
）
し
ま
す

の
で
、ご
覧
く
だ

さ
い
。 

１１/７
（金
）～ 

１１/９
（日
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大阪経済法科大学　学長　藤本和貴夫 
 

酷暑の中、全国から１７０名が参加し、 
第１０回大阪経済法科大学校友会総会開催さる 

 

大阪経済法科大学校友会　 
会長　伴井敬司 
 

出会いは人を変え、時は人を育てる 
 

　本日は非常に暑い中、多数

の方々にお集まりいただきま

した。卒業生の皆さんが約１２

０名、それに学校関係、在校生

の方々等で約１７０名という規

模で本日の総会を開催できる

ことを非常にうれしく思ってお

ります。本当にありがとうございます。 

　また、本日の総会開催にあたりまして、今年５月に発足しまし

た三重支部はじめ、全国に１０支部あります校友会支部より８支

部から支部長、もしくは支部役員の方が遠路お見え頂いてい

ます。あわせて御礼申し上げます。 

　皆様方と直接的に係わる機会は、この総会以外に経法祭があり

ますが、こちらにも積極的に参加しようということでここ数年、校

友会テントを設置し、模擬店を設営しております。昨年度は約６０

名の方が来校され、その中で女性校友の集いを開催したいという

声があがり、今年の２月に大阪市内のホテルで食事会が開催され

ました。 

　当日は約３０名の女性校友の方々の積極的なご参加により盛会

となり、その中から新しく校友会活動に参加したいという方もおら

れまして女性幹事の増員となりました。現役の学生諸君と何らか

の交流の場を持とう、卒業生同士の交流の場を広めようという大

きな動きの中で、校友の輪が広がりつつあるなと実感しております。

　また、事務局の強化ということで、事務員を採用するなど、こち

らも着々と体制を整えており、今後は教育後援会ともいろいろな

形で連携をし、校友会活動を積極的に行っていきたいと思っ 

ています。 

　私も１０年という長きに亘って会長を務めさせて頂いておりま

すが、来年はこの校友会が設立されまして１０周年になります。「出

会いは人を変え、時は人を育てる」。私の好きな言葉ですが、今

後ますます卒業生の輪が広がり、校友会が現役の学生の何かの

力づけになるよう、また母校に何らかの形で協力できるような

組織でありたいと願っております。 

　最後に本日は本当にお忙しい中、たくさんの方々にご参加頂

きましたこと、改めて御礼申し上げます。  

　 

地域連携が大きく進展 

　本学は、１９７１年以来、およそ３万８千名の卒業生を社会に送り

出してきました。しかし現在、日本社会の少子化が進むなかで、

大学間の競争はますます激しさを増しています。そのようなな

かで、大阪経済法科大学をより発展させるためには、本学の個

性をさらに伸ばし、教育研究の実績をいかにアピールできるか

にかかっています。  

　ここ数年、本学が重点的に取組んできたのは、学生諸君の将

来の進路や関心、職業選択に配慮した教育プログラムをいかに

整備するかにありました。その第１の成果はコース制の導入です。

現在、法学部には、法曹、公務員、企業人、生活環境の４コース、

経済学部には、ビジネス、総合経済、会計ファイナンス、ITキャリ

アの４コースがありますが、これらは現在の社会的ニーズに応え

るものであり、学生諸君からも好評を博しています。 

　第２は、これらの正課授業と密に連携した本学独自の特修講

座（Ｓコース）の強化です。本学は「一人多資格」を掲げて健闘

してきましたが、昨年度の資格・検定試験の合格者は、公認会計

士現役合格をはじめ、２００３年度の２.８倍にあたる８４３名となりま

した。 

　第３は、新入生の大学教育への適応を促進する「初年次教育

プログラム」の充実です。その中心となる大学演習は、教員、職

員、上級生の３者が一体となって、新入生が入学時のモチベーシ

ョンを堅持し、学力の向上に励むことができるよう支援するもの

です。 

さらに、「学習支援センター」は学生諸君のあらゆる問題に対す

る相談窓口の機能を果たしています。また、教育の質を向上さ

せるため「大学教育開発支援センター」も設置しました。また、

活発な国際交流も続けており、本年度は米国カンザス州立エン

ポリア大学と交流協定を結びました。 

　近年、大きく展開しつつあるものに、地域との連携があります。

地元八尾市との間では、図書館と国際交流センターとの連携協

定の締結、本学を会場とする「八尾環境フェスティバル」の開催、

絶滅危惧種である「ニッポンバラタナゴ」の保全など、環境問題

を軸とした多くの取組みが進んでいます。  

　校友会の皆様には、今後とも、後輩たちのためにご支援ご鞭

撻をよろしくお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。  

２ ３ 

第１０回　校友会総会・懇親会 第１０回　校友会総会・懇親会 第１０回　校友会総会・懇親会 

吹奏楽部の華麗な演奏に聴き入り、 
豪華賞品に一喜一憂　和やかな雰囲気で懇親会 

 

　今年も恒例の第１０回大阪経済法科大学校友会総会が、７

月１９日ホテルニューオータニ大阪で開催された。昨年より８

日早い梅雨明け宣言の出た大阪は、最高気温３４.２度という

まさに酷暑の中、総会では全国から昨年より多い校友が参加

し、教職員・在学生を合わせて170名の参加者が会場に集

まった。  

　中津広志常任幹事の司会進行のもと、午後４時に開会した

第10回校友会総会では、冒頭、伴井敬司校友会会長が挨拶

を述べられた後、藤本和貴夫学長から挨拶を兼ねて、大学の

近況ならびに今後の大学の方向性について、PowerPoint（パ

ワーポイント）を使用しての報告が行われた。 

　続いて議事に入り、西澤十三夫常任幹事より「２００７年度

事業報告及び収支決算書」、丸井龍夫常任幹事より「２００８

年度事業計画及び収支予算書」

についての詳細な報告が行

われた。 

　その後、総会に参加した各

支部代表から各支部の活動

状況についての報告が行わ

れた。今年５月１８日に１０番目

の支部として設立された三重

支部の中須秀治支部長から

設立にいたる経緯を含めた

挨拶が行われると、会場からは大きな拍手が送られた。 

　最後に、八瀬林肇常任幹事から閉会の挨拶があり、午後５

時１５分、第１０回校友会総会は無事閉会した。  

 

 

 

　総会終了後、ホテルニューオータニ大阪「鳳凰の間」にて

懇親会がスタートした。 

　北垣義弘幹事、三浦江美幹事の司会進行のもと、まず村

下博校友会副会長（法学部教授）から開会の挨拶が行われ、

続いて山田知子教育後援会会長から祝辞があった。そして、

中須秀治三重支部長による乾杯の音頭で懇親会が始まった。 

　各テーブルでは久々の再会ということもあり、同級生の輪・

先輩後輩の輪・卒業生と教員の輪など、あちらこちらで終始

和やかな懇談の光景が見られた。しばし歓談の後、北垣、三

浦コンビにトラッキーまで加わ

り、参加者に突撃インタビュ

ーを行った。沢山の卒業生、

在学生からの近況報告やコメ

ントに会場の雰囲気も徐々に盛り上がっ

ていった。 

　つづいて吹奏楽部による演奏が行われた。美しい旋律と

アンサンブルに会場からは盛大な拍手が起った。盛り上がり

が最高潮に達したところで、今年もやってきました大抽選会！！

三戸泰樹幹事の司会進行のもと、大抽選会がスタートした。 

　大抽選会の商品には、液晶テレビ・ディナー食事券・ゲーム

機器などの豪華賞品の他に各地方支部が用意した特産品が

準備された。司会の軽妙なやりとりに会場は笑いに包まれ、

会場の参加者は自分に豪華賞品が当たらないかと真剣なま

なざしで抽選の行方を見守った。 

　抽選番号が読み上げられると悲喜こもごもの場面が展開

され、会場は大いに盛り上がった。 

　最後に、卒業生・在校生・教職員全員で校歌「われらが白き

学舎に」を熱唱し、懇親会が締め括られた。参加した校友達は、

また来年も再会することを約束し、懇親会会場を後にした。 

 



 

　今年５月１８日に発足したばかりでまだ

大きな活動はないが、６月１２日に第１回役

員会議を開催し、今後の活動方針を協議

した。当面の活動としては９月末に経法祭

に向けての役員会を開催し、支部として

積極的に参加、協力したい。他支部とも協

力し、校友会発展に力を注ぎたい。 

　昨年１１月に支部として経法祭に模擬店

を出店した。今年は３月に支部総会、６月に

は金沢で開催の父母懇談会に参加した。校

友会は出会いの場であり、再会の場でもある。

今後も校友相互の交流、親睦を深め、また

同時に現役学生との交流、支援等をはかり

たいと考えている。 

　今年は愛知にて全国支部長会議が８月

に開催される。各支部のさらなる活性化

に向けて積極的な意見交換を期待したい。

また今年５月に支部総会が開催されたが、

参加人数が他支部より少ないので、今後

がんばって１人でも多くの校友に参加して

もらえるよう、役員みんなで盛り上げてい

きたい。 

　昨年は全国支部長会議に出席。支部総

会を開催。今年は７月に教育後援会との

共催で父母懇談会に参加し、就職支援や

学生生活についての講演を行った。これ

は岡山支部の今後に向けての展開を考

えるきっかけとなるよい機会であった。

来月は全国支部長会議に出席、秋には支

部総会開催の予定となっている。できる

力を限りなく発揮し、母校のために寄与し

たい。 

　昨年は香川で全国支部長会議を開催、今

年の３月には支部総会があり、様々な意見交

換が行われた。また、今年の父母懇談会は

支部役員が４名参加し、就職活動や学生生

活等について、保護者との交流が持てた。

今後、参加者の増加に向けての活動を行っ

ていきたい。また、支部として現役学生の

合宿などを積極的に応援、援助し、母校の

発展に寄与できればと祈念している。 

　今年６月に支部総会を開催し、今年も

経法祭に参加することを決定した。また

父母懇談会では高知の就職状況や企業

情報などを報告した。高知は総会への出

席者が多いものの、人集めはやはり難しい。

高知のおいしい「お酒」をえさに「１本釣り」

で一人ひとりに声をかけ、つながりを広

げようと努めている。大学、在学生、卒業

生に貢献できることを目標に取り組んで

いきたい。 

　今年３月に支部総会を開催。新しい役

員が入り、徐々に広がりを見せつつある。

また６月には父母懇談会が開催され、父母

の方々といろいろな情報交換をした。そ

れぞれ多忙な役員が一同に集まることは

難しいが、毎月定例で、参加できるメンバ

ーだけでも集まろうという話が進んでいる。

また、現役学生のクラブキャンプ等の支援

にも力を注ぎたい。 

 

支部長・支部役員 
挨拶要旨 

　今年７月に支部総会を開催した。今回は

父母懇談会と同日開催し、保護者と活発な

意見交換を行うことができた。支部活動へ

の参加人数が少しずつではあるが増加し、

参加者の年齢層も広がりを見せつつある。

今後、同期生やクラブを通じて校友への声

かけを行い、支部活動の活性化につなげたい。

また県内だけでなく、近隣他県とも協力して、

校友会発展に寄与したい。 

広島支部 

枡田　博昭 

支部長 

岡山支部 

常井　暁 

支部長 

 

愛知支部 

中町　守人 

支部長 

 

高知支部 

小橋　光生 

支部長 

 

香川支部 

石塚　央 

支部長 

沖縄支部 

砂川 豊蔵 

副支部長 

4 5

三重支部 

中須　秀治 

支部長 

石川支部 

山下　浩希 

支部長 

 

第３回全国支部長会議開催全国支部長会議開催される 第３回全国支部長会議開催される 
　８月３０日（土）名古屋市にある「名古屋クラウンホテル」にお

いて、第３回全国支部長会議が開催された。  

　会議には開催地である愛知支部から中町守人支部長、神戸剛、

岸 泰至両副支部長、新里 靖沖縄副支部長、小橋光生高知支部

長、石塚 央香川支部長、枡田博昭広島支部長、常井 暁岡山支部

長、中須秀治三重支部長、山下浩希石川支部長、校友会本部か

ら伴井敬司会長、村下 博副会長、安田公治副会長、前吉克明常

任幹事（組織部）、西澤十三夫常任幹事（事務局）、田中詩織さ

ん（事務局）が参加した。 

　愛知支部の神戸副支部長の司会で開会し、冒頭、伴井会長よ

り「夏休み最後の土曜日という家族サービスをしなくてはなら

ない休日に全国からお集まり頂いて感謝したい。２００９年度に向

けて１０周年記念事業の準備もあり、今後の校友会事業発展の

ために積極的な話し合いをして頂きたい」旨の挨拶があった。

　続いて開催地愛知を代表して、中町支部長から歓迎の挨拶が

あり、また村下副会長（学長補佐）からは文部科学省の高等教育

政策を軸とする全国的な大学を取り巻く情勢、本学の近況及び

少子化時代に対応した本学の将来像等について、挨拶を兼ねた

報告があった。続いて、西澤常任幹事より２００８年度校友会事業

計画及び支部活動状況等について報告・説明があった。 

　以上の報告・説明をもとに討議に入り、２００９年度に展開予定

の校友会設立１０周年記念事業の企画、校友会活動の現状把握

と活発化に向けた課題等について熱心な討議が行われた。討

議の中で出された主な意見は以下の通り。 

 

　　　　１０周年記念事業について 
・卒業生、在学生向けに校友会主催であることがはっきりわかる

イベントを企画実施してはどうか（例えば、１０周年記念Weekと

して講演会や種々のイベントを実施し、最終日に懇親会を行う等） 

・１０周年記念事業を機会に校友会の意義や楽しさを浸透させ、

地方支部の拡大に努める。 

・１０周年を期に、校友会の

将来を見据えた次世代の

担い手育成プログラムを発

足させる。 

 

　　　 校友会活動の
活性化について 
・卒業生はもちろんのこと、

在校生に対しても校友会の

活動をアピールし、認知度

を向上させる。経法祭など

に各支部のブ－スを設け、在学生のＵタ－ン就職を含めた相談

コ－ナ－の設置なども考えられる。 

・在校生に対する学生生活や就職活動支援等で係わりを深める。

とくに就職支援では、1)具体的な就職情報紹介、2)社会人とし

ての心構えの伝授、といった支援が可能である。 

・支部相互の交流を活発化する。 

・支部活動の活性化には、支部役員が集まる機会をできるかぎ

り多くもち、支部長だけに頼らない連絡・事務体制を確立する。

等、活発に討議され、約２時間余にわたる会議を終了した。 

　討議終了後、午後５時半から同ホテル｢桜の間｣で懇親会が催

された。 

　愛知支部の岸副支部長の乾杯の挨拶の後、参加者一同で歓

談した。初めて参加する支部長もいる一方、第１回から継続して

参加している支部長もいて、和気あいあいの雰囲気の中で交流

が行われた。 

また、１期生の中町支部長が卒業アルバムを持参され、回覧しな

がら創設期の校舎や周辺の様子、学生生活の思い出を語り合い、

今後の校友会の発展を期して散会した。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　 

 

 

 

 

 



校友会事業計画 
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２００８年４月０１日から 
２００９年３月３１日まで 

（単位：円） 

（単位：円） ◇支出の部 

◇収入の部 

２００８年度校友会収支予算書 

１．校友会費 
　　準会員　　　
　　正会員 
　　特別会員  
 
２．懇親会参加費 
 
３．受取利息 
　 
　小計 
　前年度繰越金 
　収入の部合計     

１．総会 
　総会等運営費 
　印刷製本費 
　旅費交通費 
　通信費 
 
２．幹事会 
　会議費 
　旅費交通費 
 
３．支部活動等支援 
　会議費 
　旅費交通費 
　活動援助費 
　支部設立準備費 
　懇談会 
　 
４．会報・広報 
　印刷製本費 
　通信費 
　報酬委託手数料 
 
５．学生支援 
　奨学金費 
　卒業記念品等 
　卒業祝賀企画費 
　経法祭参画費 
　学生活動援助費 
 
６．共通・事務費 
　印刷製本費 
　消耗品費 
　通信費 
　報酬委託手数料 
　人件費 
　渉外費 
　雑費　 
 
７．１０周年記念事業 
　１０周年記念事業積立金繰入 
　１０周年記念準備経費 
　 
８．予備費 
　 
　小　　計 
　次年度繰越金 
　支出の部合計　 
 

 
16,450,000 
300,000 
100,000 

 
300,000 

 
　22,400 

 
17,172,400 
9,014,768 
26,187,168

 
2,150,000 
72,000 
600,000 
1,400,000 

 
 

300,000 
300,000 

 
 

800,000 
950,000 
400,000 
300,000 
250,000 

 
 

1,500,000 
1,600,000 
600,000 

 
 

1,920,000 
700,000 
1,000,000 
300,000 
350,000 

 
 

100,000 
200,000 
400,000 
50,000 

1,200,000 
100,000 
50,000 

 
 

1,000,000 
300,000 

 
1,000,000 

 
19,892,000 
6,295,168 
26,187,168

 
2,000,000 
70,000 
500,000 
1,400,000 

 
 

300,000 
300,000 

 
 

1,100,000 
1,400,000 
750,000 
500,000 
400,000 

 
 

1,500,000 
1,800,000 
900,000 

 
 

2,880,000 
698,000 
2,000,000 
300,000 
740,000 

 
 

100,000 
400,000 
400,000 
150,000 
680,000 
100,000 
50,000 

 
 

1,000,000 
0 
 

500,000 
 

22,918,000 
2,910,400 
25,828,400 

 

 
150,000 
2,000 

100,000 
0 
 
 
0 
0 
 
 

△300,000 
△450,000 
△350,000 
△200,000 
△150,000 

 
 
0 

△200,000 
△300,000 

 
 

△960,000 
2,000 

△1,000,000 
0 

△390,000 
 
 
0 

△200,000 
0 

△100,000 
520,000 

0 
0 
 
 
0 

300,000 
 

500,000 
 

△3,026,000 
3,384,768 
358,768

 
17,155,000 
300,000 
100,000 

 
300,000 

 
5,622 

 
17,860,622 
7,967,778 
25,828,400

 
△705,000 

0 
0 
 
0 
 

16,778 
 

△688,222 
1,046,990 
358,768 

 

総会・懇親会開催費 
案内状印刷費 
支部役員等旅費 
案内状発送費 
 
 
幹事会、常任幹事会等 
支部役員等旅費 
 

支部総会開催費等 
支部総会旅費等 
支部活動補助等 
 
父母懇談会共催費 

 
校友会報発行 
校友会報発送費 
封入作業、HP制作費 

 
８名×２万円×１２ヶ月 
学位記カバー贈呈 
卒業祝賀会開催費 
企画運営費 
学生活動援助、通信費等 

 
封筒等 
タックシール、FAX電話等 
通信費、電話費等 
振込手数料 
事務局アルバイト費 
 

項　目　　　　本年度予算額　 前年度予算額　　  比較増減　　               備   考 

項　目　　　　本年度予算額　 前年度予算額　　  比較増減　　               備   考 

 

　２００８年６月７日開催の校友会幹事会で承認され

た２００８年度校友会事業計画及び収支予算書は以

下の通りです。既に実施済みの事業については、概

略を記載しています。 

　 

　１．第１０回校友会総会・懇親会の開催 

 

　前年より多い１７０名が参加して、節目の第１０回校

友会総会・懇親会を盛大に開催した。 

　日　時：２００８年７月１９日（土）　 

　場　所：ホテルニュ－オータニ大阪 

　※詳細については２－４頁をご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　２．組織支援（支部活動等） 

 

１）支部活動支援 

　　全国１０支部において支部総会の定期開催や

　支部独自企画など、各支部の活動がより活発にな

　るように組織的支援を行う。  

２）地域支部・職域支部等の設立支援 

　　新たな支部づくりと職域支部設立に向けた支

　援を行う。懸案の東北支部など、地域支部・職域

　支部設立の要望のある地域と協議を行い、具体

　的な支部設立を支援する。 

３）女性校友の集いの開催 

　　「女性校友の集い」を継続実施するとともに、

実施主体の強化を図る。 

 

 

４）全国支部長会議の開催 

　　各支部の取組の経験交流や支部間の連携強

　化を図ることを目的として、第３回全国支部長会

　議を愛知県を会場として、２００８年８月３０日（土）

　に開催した。全国８支部から１６名の支部長及び本

　部役員が参加して活発な議論が行われた。 

　　※詳細については、５頁をご覧下さい。 

５）地方父母懇談会への協力 

　　全国６地域で開催された下記の父母懇談会に

　校友会支部として参加し、教育後援会会員と懇談

　を行った。 

      ６月２９日（日）：高松、那覇、（金沢は協力）　 

　　７月  ６日（日）：岡山、広島、高知　 

 

　３．会報・広報について 

 

１）校友会ホ－ムペ－ジの充実 

　　行事予定、活動報告、各地方支部の情報など、 

　定期的に内容を更新し、校友に新しい情報を発

　信する。校友会伝言板を活用した校友との双方

　向コミュニケーションを活性化させる。 

２）校友会報第１３号の発行 

　　校友会報第１３号を１０月に発行し、校友会員全

　員に配布する。 

３）校友会紹介リーフレットの作成、配布 

　　卒業生・入学生に校友会を紹介するリーフレッ

　トの内容をより充実させ、配布方法も検討する。 

 

　４．学生支援事業について 

 

１）校友会奨学金 

　　５月３０日開催の選考委員会において、２００８年

　度校友会奨学生８名を採用した。 

　　次年度に向けて、現行の校友会奨学金制度の

　見直し、校友会奨学金としての独自性を出せるよ

　う検討する。 

２）経法祭参加企画 

　　校友相互の交流の場及び在学生に校友会の存

　在をアピールする場として経法祭を積極的に活

用する。

ホ ー ム

カミングデ

ーとしても位置づけ、校

友が多く参加できるよう呼びかける。

企画部会を中心に経法祭実行委員会と

早期に調整を行い、企画内容及び支援

内容を決め、実施する。 

　※詳細については、16頁をご覧下さい。 

３）卒業記念品の贈呈（学位記カバ－） 

　　卒業生に校友会のネーム入り学位

　記カバーを贈呈する。 

４）卒業式祝賀企画 

　　卒業式終了後、卒業生が同級生、　

　教職員と懇談ができるよう軽食を提

　供する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　５．１０周年記念事業について 

 

　２００９年度が校友会設立１０周年とな

ることを記念して、各種の祝賀行事を企

画・実施する。そのために１０周年記念

事業委員会を設置し事業を準備する。 

 １０周年記念事業のうち２００８年度中に

先行実施する企画については、幹事会

の承認を得て、必要経費は１０周年記念

準備経費予算から支出する。  

 

２００８年度 
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愛知支部総会 三重支部設立総会 

広島支部総会 

　２００８年５月１８日（日）、三重支部設

立総会及び懇親会が三重県松阪市、フ

レックスホテル３F「飛鳥の間」にて開

催された。  

　開会にあたり、伴井会長より全国１０

番目の支部が今日ここに誕生すること、

また三重支部がこの地域の校友の出

会いの場となり、様々な形の交流が活

発に行われ、発展していくことを祈念

する旨の挨拶があり、続いて大学を代

表して橋本副学長が母校の近況と支

部設立の祝意を述べられた。 

　出席者の自己紹介の後、北垣幹事よ

り三重支部設立に至る経緯説明があり、

西澤常任幹事から校友会事業及び校

友会会則等の説明の後、三重支部規約、

支部役員について提案があり、原案ど

おり承認された。 

　最後に新しく選出された三重支部

の中須支部長より、支部役員の方々と

力をあわせて支部を発展させていき

たいとの力強い挨拶があり、支部総会

は終了し、懇親会へと移った。  

　懇親会は和やかで楽しい雰囲気の

中進行し、在学中の思い出を語り合う

校友たちの姿がみられた。出席者の1

人が持参した卒業証書と卒業アルバ

ムを披露すると、当時教鞭をとられた

先生方やクラブ活動のことなど、懐か

しい話題で盛り上がった。 

　２００８年５月１７日（土）、第４回校友

会愛知支部総会・懇親会が名古屋

国際ホテル２F「葵の間」で開催され

た。 

　大谷支部幹事の司会により開会

され、中町支部長より、愛知支部は

本学の学歌の歌詞のように「君に会

えてよかった」といえるように、様々

な出会いと交流が行える場にした

い旨の挨拶があった。その後、出席

者全員が自己紹介し、それぞれの近

況などが報告された。 

　議事では、西澤常任幹事より、大

学案内やリベラ、校友会報等の配布

資料をもとに、母校の近況及び校友

会事業について報告がされ、その後、

任期満了に伴う愛知支部の役員改

選が行われた。役員改選では中町

支部長から、①基本的に現在の支部

役員は留任することとし、本日欠席

の支部役員については支部長が責

任をもって確認すること、②副支部

長の岡芳紀氏の後任として岸泰至

幹事を新たに副支部長に選出する

ことが提案され、承認された。　支

部総会終了後、会場を移して懇親会

が行われ、食事をしながら在学時代

の思い出や現在の大学の様子など

の話題に花が咲き、和やかな交流が

行われた。 

 

　２００８年７月６日（日）、第６回校友会

広島支部総会及び懇親会が三井ガー

デンホテル広島で開催された。  

　定刻午前１１時に枡田博昭支部長か

ら開会挨拶が行われた。続いて、大学

代表として永平幸雄学長補佐兼教務

部長から大学の近況報告を兼ねた来

賓挨拶があった。その後、支部総会出

席者からそれぞれの自己紹介及び近

況報告が行われた。 

　議事では、丸井常任幹事が、２００８年

度校友会事業について報告し、引き続

き、今後の支部活動について活発な意

見交換が行われた。続いて枡田支部

長から、「第４期広島支部役員は、第３

期支部役員の留任及び今後の支部活

動活性化のために、本日出席の校友を

新幹事に推薦したい」との提案があり、

承認された。  

　第Ⅱ部の懇親会は、当日同会場にお

いて開催されていた父母懇談会出席

の在学生父母も参加して行われた。　

　懇親会は、政宗正章副支部長の乾

杯の音頭で開会した。保護者にとって

子弟の就職が大きな関心事であり、懇

談の中では卒業生の就職活動体験や

勤務先等について質問が相次いで寄

せられた。約２時間にわたり和やかな

雰囲気の中、校友と父母が親睦を深め

た。最後に橘高功副支部長から閉会

の挨拶があり、散会した。 

 

　毎年６月から７月に

かけて、全国１０会場

で在学生父母対象の

父母懇談会が開催さ

れる。校友会では、一

昨年からこの父母懇

談会に参加して、ご父

母と校友会地域支部

役員との懇談会を行

っている。２００８年度は、

岡山支部、広島支部、

高知支部、香川支部、

沖縄支部、石川支部の計６支部から支部役員が参加した。  

　懇談会では、支部代表者挨拶、支部役員紹介の後、懇談をおこなった。最初は、

お互いが堅い表情であったが、時間が経つにつれ、和やかな雰囲気で懇談が進め

られた。懇談では、学生時代の勉強や下宿生活、就職活動での苦労話など、支部

役員の話に、父母が興味深そうに聞き入っていた。当初は父母と活発な意見交換

が可能なのかと一抹の不安もあった。

しかし、支部役員が積極的に歩みより、

父母と活発な意見交換が行われ、校友

会地域支部の新たな活動を展開する

ことができた。 

 

 

 

 

 

 

高知支部総会 

　高知支部５回目の支部総会が、２００８

年６月２８日（土）、高知新阪急ホテルに

て開催された。今回の開催にあたり、１

人でも多くの校友に参加してもらいた

いという思いから、支部幹事有志がそ

れぞれ手分けして電話等で校友に参

加を呼びかけた。その結果、懇親会や

２次会からの参加者等、新しいメンバ

ーが加わり、支部役員を中心に高知の

校友の輪を広げることができた。 

　支部総会は出席者の自己紹介の後、

福本名誉教授（校友会

常任幹事）から大学の

近況報告があり、その後

小橋支部長より「昨年高知支部として

初めて経法祭に参加し、母校がソフト面・

ハード面で大きく成長、発展した姿を

見て感動した。これからも校友の皆が

誇れる大学になるよう、応援していき

たい」との挨拶があった。　その後２０

０８年度の校友会事業について八瀬林

常任幹事より概要説明があり、引き続

いて今後の支部活動について活発な

意見交換が行われた。会場を移しての

懇親会では和やかな雰囲気の中、大学

時代の懐かしい思い出や母校の発展

ぶり、それぞれの近況などを語らい、時

の経つのを忘れるほど楽しい時間を

過ごした。 

今年も地域支部役員、父母懇談会で 
在学生父母と懇談 
 



母校の 
近況 
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CIW試験に７６名が合格！　　　 
初級シスアド試験に２５名が合格！ 
 

　本学では、２００７年度からIT副専攻プログラムをスタートし、

より高度な情報教育を学生に提供している。 

　このプログラムは、所定の科目を履修し、「初級システム

アドミニストレータ（初級シスアド）」などの情報系資格取得

をめざすもので、まずインターネットの世界標準資格である「CIW

　Foundation試験」に合格し、構造改革特区認定講座の修

了認定を受け、初級シスアド試験の午前試験免除を最初の

目標に設定している。 

　２００７年度は、このIT副専攻プログラムのカリキュラムで受

験対策を行い、見事７６名が「CIW　Foundation試験」に合

格した。さらに３５名の学生が、構造改革特区認定講座の修

了認定を受け、初級シスアドの午前試験免除の認定を受け

ることができた。彼らは２００８年4月実施の試験に向け、午後

試験の受験対策を十全に行い、見事初級シスアド試験に２５

名が合格した。 

全日本テコンドー選手権大会で３階級＆ 
全日本学生テコンドー選手権大会で 
４階級制覇 

【全日本テコンドー選手権大会（２００７.１２.８）】 

成　績 階　級 氏　名 

優　勝 

優　勝 

優　勝 

準優勝 

第３位 

男子フライ級 

男子バンタム級 

男子ライト級 

男子フィン級 

男子ミドル級 

 

李　　　（経済・４年） 

丁　保升（経済・４年） 

姜　仁　（経済・４年） 

姜　東　（経済・１年） 

美馬　健（経済・４年） 

【全日本学生テコンドー選手権大会（２００８.２.１０）】 

成　績 階　級 氏　名 

優　勝 

優　勝 

優　勝 

優　勝 

準優勝 

準優勝 

準優勝 

第３位 

第３位 

第３位 

男子フィン級 

男子バンタム級 

男子フェザー級 

男子ウェルター級 

男子フィン級 

男子ミドル級 

女子フライ級 

男子フィン級 

男子フライ級 

男子ウェルター級 

 

 

姜　東　（経済・１年） 

丁　保升（経済・４年） 

李　　　（経済・４年） 

姜　仁　（経済・４年） 

亀井　駿（経済・４年） 

美馬　健（経済・４年） 

木下菜摘（経済・１年） 

黒岩勇祐（法・３年） 

石之大貴（法・２年） 

木挽隆宏（経済・３年） 

 

母校の 
近況 

2007年度 
資格・検定試験合格者祝賀会を開催 

　本学の創立記念日にあたる４月２６日（土）、大阪経済法科

大学阪南キャンパス施設竣工式が、大阪府阪南市箱作にあ

る阪南キャンパスメイングラウンドで挙行された。 

　当日は、大学関係者をはじめ阪南市長、阪南市関係者、工

事関係者、近隣の自治会関係者など、多くの関係者が出席し、

メイングラウンドに設置された特設テントで神事が執り行わ

れた。神事終了後、施設竣工を祝してテープカットおよび記

念投球セレモニーが野球場で行われ、藤本学長の投じた球

が学生の構えるミットにおさまると、吹奏楽部のファンファー

レとともに参列者から大きな拍手が送られた。 

　今後、阪南キャンパス施設が、教育・研究・課外活動、ゼミ

合宿や国際交流などの幅広い活動拠点として、活用される

ことが期待されている。 

　２００８年１月１６日（水）、ルーズベルト大学記念館大食堂に

おいて、「２００７年度資格・検定試験合格者祝賀会」が開催さ

れた。 

　今回の祝賀会には、公認会計士に現役合格した菊川和紘（経

済・４年）さん、北海道大学法科大学院に合格した今井武大（法・

４年）さん、社会保険労務士試験に合格した林厚雄（法・３年）

さんをはじめ各資格・検定試験に合格した学生・教職員約３３

０名が集まり、会場が熱気に包まれる中、盛大に合格を祝賀し

た。 

　祝賀会では、最初に藤本和貴夫学長から祝辞が述べられ

た後、合格者を代表して４名の学生に表彰状が贈られた。また、

教育後援会を代表して常本光男会長から、公認会計士・法科

大学院・公務員試験などの難関試験合格者に、記念品が贈呈

された。 

　その後、和やかな雰囲気の中歓談が行われ、学生が各講

座でお世話になった担当講師や教職員と喜びを分かち合う

光景がいたるところで見受けられた。 

　２００７年度の資格・検定試験合格者は、公認会計士・法科大

学院・公務員（裁判所事務官種、警察官・消防官など）・社会

保険労務士、宅地建物取引主任者、初級システムアドミニス

トレータ、その他語学系・福祉系・スキルアップ系試験など、

合計８４３名となり、昨年度をさらに上回る結果となった。 

【阪南キャンパス施設概要】 

●所在地 ； 大阪府阪南市箱作２８２５-２ 
●敷地面積 ； 約２４９,０００㎡（約７５,０００坪） 
●セミナーハウス管理棟１棟　●セミナーハウス宿泊棟３棟  
●野球場1面●メイングラウンド1面 ●サブグラウンド２面  
 

野球場 

　２００７年１２月８日（土）、東京の駒沢体育館で、学生・社会人が参加して行

われる「全日本テコンドー選手権大会」が開催され、本学テコンドー部（男

子）が８階級中３階級での優勝を

含め、５名が入賞を果たした。 

　また、２００８年２月１０日（日）に

同会場で開催された「全日本

学生テコンドー選手権大会」

でも、８階級中４階級を制覇（延

べ１０名入賞）し、本学テコン

ドー部の名を全国に轟かせた。 

　今後も、テコンドー部の更

なる飛躍と活躍を期待した

い。 

管理棟（左）と宿泊棟（右） 

阪南キャンパス施設竣工 (教育・研究・課外活動などの拠点として活用)



　２００８年４月、２１世紀社会研究所（所長：高博教養部教授）

及び地域総合研究所（所長：沢勲教養部教授）が新たに

開設された。 

地球温暖化や平和問題などの諸問題について、

学際的研究を展開

　２１世紀社会において、人類は、世界人口の増加と物質

的豊かさの追求の結果、地球規模の環境問題、資源・エ

ネルギー問題などをはじめ、社会、経済、政治の各方面に

おいて様々な問題に直面している。 

　２１世紀社会研究所は、このような現代社会が抱える様々

な諸問題について、学際的研究を展開することを目的に

設立された。２１世紀社会の諸問題に関する共同研究・調

査・研究プロジェクトを立ち上げるとともに、研究会や公

開講座、シンポジウム等を開催し、定期刊行物の発行や

国内外研究機関との交流など、活発な研究活動を展開し

ていく。 

大学での教育研究成果を地域社会に提供、

地域が抱える諸問題を解決

　教育研究の成果を広く社会に提供し、もって社会の発

展に寄与することが求められている。 

　本学は創立以来、地域を対象にした公開講座、IT講習会、

市民無料法律相談の実施など、社会貢献、地域連携の取

組を展開してきた。 

　地域総合研究所は、地

域の歴史、文化、産業、教育、

福祉などにおいて学際的、

総合的にアプローチする

ため、共同研究・調査・研

究プロジェクトの立ち上げ、

研究成果の公開やシンポ

ジウム等の開催、地域貢

献事業の推進など、多彩

な研究活動を展開してい

きます。 

 

●男子７５㎏超級／ベスト８ 
　大場隆弥（法学部３年生）選手 
　大場隆弥選手は「優秀選手賞」を受賞。 

 

第５０回関西学生卓球新人大会 
女子卓球部がシングルスと団体で 
２冠達成！ 
 

　２００８年５月３日（土）・４日（日）の２日間、松下電器体育館（枚

方市）で、第５０回関西学生卓球新人大会が開催され、女子卓

球部がシングルスと団体戦で優勝を果たし、見事２冠を達成

した。 

　現在、関西学生卓球春季リーグ戦（男女とも１部）でも、上

位校相手に互角の戦いを見せるなど、今後の卓球部の活躍

がさらに期待される。 

第４２回関西学生空手道 
個人選手権大会 
空手道部が好成績を収める 
 

　４月２９日（火）、兵庫

県立総合体育館で開催

された第４２回関西学生

空手道個人選手権大会で、

空手道部が強豪大学の

選手を相手に互角の戦

いを繰り広げ、見事好

成績を収めた。 

 

【女子】 
●団体戦／優勝 
●シングルス／優勝 
下之段志保（経済学部２年生）選手 

【男子】 
●団体戦／３位 
●シングルス／ベスト８ 
佐々木健次郎（経済学部２年生）選手 
 

●女子５８
㎏超級／

第３位 

　梅木香
奈 

（法学部２
年生）選手

 

 

２１世紀社会研究所・地域総合研究 
所を新たに開設  
　　―学際的・総合的研究を推進― 

２００７年度就職実績と２００８年度就職展望 

データで見る２００７年度 卒業生進路・就職状況のまとめ（５月１日現在） 
●就職希望者に占める就職率 ●企業規模別就職状況 

　　全　　体 
 

経済学部 

 

法学部 

（全　体）
 

 

男子 

女子 

男子 

女子 

９７．９% 

９７．６% 

９６．２% 

９８．０% 

１００．０%
注）企業規模は資本金額を、大企業は10億円以上、中堅企業は1億円以上10億円未満、中小企業は1千万円以上1億円未満 

５０ 

４０ 

３０ 

２０ 

１０ 

０ 
（%） 大企業 中堅企業 中小企業 

（経済学部） 
５０ 

４０ 

３０ 

２０ 

１０ 

０ 
（%） 大企業 中堅企業 中小企業 

（法学部） 
５０ 

４０ 

３０ 

２０ 

１０ 

０ 
（%） 大企業 中堅企業 中小企業 

３７.５%

２０.４%

４２.１%
３６.０%

２０.５%

４３.５%
３９.１%

２０.３%

４０.６%

団体戦優勝を果たした出場選手 
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　９月５日（金）、本学とハワイ大学マノア校との交流協定調

印式が、ハワイ大学マノア校で執り行われた。今回の調印式

には、藤本和貴夫学長と能塚正義経済学部長が本学を代表

して出席し、藤本学長とバージニア・ヒンショー・ハワイ大学

マノア校学長が協定に調印した。 

　本学とハワイ大学マノア校とは、１９８７年以来ウィリアム・Ｓ・

リチャードソン法科大学、ハワイ・アジア・太平洋研究院など

カレッジレベルで協定を結び、国際学術会議の共催、研究者

の相互派遣、交換留学生の派遣、英語語学研修の実施など

活発に交流を進めてきた。 

　これまでの交流の経緯を踏まえて、ハワイ大学マノア校

からのカレッジレベルの協定を大学全体との協定に格上げ

しようとの提案があり、検討の結果、本学もそれに合意し、今

回の交流協定の調印となった。このたびの協定締結により、

これまでの交流に加えて、同校のすべての学部・カレッジへ

の留学が可能となり、ハワイ大学からの留学生受入など両

校の交流拡大が期待できる。 

ハワイ大学マノア校と交流協定を締結 
 

　大学生（２００７年度卒業生）一般の求人倍率は、前年度の１・

０６倍（リクルート調査）から１・８９倍へと上昇。特に中小企業

の求人が伸びており団塊世代の退職、景気の回復などが追

い風となり、本学においても就職率は１９９３年当時まで回復

している。２００８年度の求人倍率（２００９年３月卒対象）は、同

じくリクルート調査によれば、２・１４倍と予想されており、引き

続き売り手市場が継続している。しかし、原油高や原材料の

コストアップによる収益悪化懸念が各業界に広がっており、２

０１０年以降の雇用環境については黄信号が点灯している。 

　また公務員志向については、定員の削減や民間企業の活

発な採用を反映して、全体として受験者は減少傾向にある。

本学では、法学部を中

心に引き続き公務員

志望者が多いこと

から、２次試験 (面

接等）突破が当面

の課題となって

いる。 

　特に警察官においては、結

果的に体育会系クラブ出身者が多く合格し

ていることから、組織における順応性を示すとともに元気で

正義感溢れる態度を発揮することが必要となっている。 

 



小橋　光生さん

校友会高知支部　支部長 

（１９７５年法学部卒業・1期生） 

高知県中土佐町立矢井賀小学校 校長 
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ライオン橋法律事務所事務局局員 

裁判所見学で法曹界に興味を持ち卒業後は法律事務所で事務局員となり、

1児の母として家庭と仕事を両立して活躍する、

笑顔の素敵な浅尾さんにお話を伺った。

浅尾 友美さん
（１９９４年法学部卒業） 

 

■教員になろうと思ったきっかけをお聞かせください？

　実は最初から小学校の教員になろうと思ってなったわけ

ではありませんでした。大学を卒業して、最初は東京にある

教科書会社で美術（図工）の編集部に勤務していたのですが、

通信教育で教員免許を取得すれば何か仕事に役立つのでは

ないかと軽い気持ちで学習を始めたのが、教員の道へ入る

きっかけでした。 

■教員という職業のやりがいを教えてください。

　教員として私が感じているやりがいは、第一に、次世代を

担う人間育成に関わることができる、第二に教育を通して子

どもたちに次世代の夢を託すことができるということです。 

関わっている子どもたちや保護者が幸せになる姿を想像し

ながら、現実を正面から見

つめて学校運営のことを考

え、実行することが、私のや

りがい（生きがい）になって

います。 

■現在の仕事の内容を紹介

してください。

　校長になって１０年。児童

数が３８０名の小学校を振り

出しに、６２０名、７０名、そして、２００７年度から８名という極小

規模の小学校まで、さまざまな小学校で校長をしてきました。

どの学校でも共通していることは、「コミュニケーションが上

手くとれない。粘り強さがない」といった児童が増えてきて

いることです。そのため、総合的な学習の時間に体験学習を

多く取り入れたり、多くの人と触れ合うことを意図的に取り

入れた活動を行っています。また、少子化に伴う学校統廃合

問題にも取り組んでいます。  

■在学中はどのような学生生活を過ごしましたか？ 

　２年生の時から本格的にアルバイトを始め、サーフィンに

没頭しました。また、国内外を問わずいろいろな所を旅行し

ました。それに今までの人生の中で最も集中して数多くの

本を読んだのも学生時代でした。  

　３年生の春学期までには卒業単位をほとんど取得してい

たので、４年生の時はゆとりを持って学生生活を送ることが

できました。 

　今振り返ると、経法大で学べて良かったと思えることは、

身近に役立つ法知識が取得できたこと、結果重視ではなくプ

ロセスの大切さを学ばせてくれたこと、大学で学ぶこと以外

の多くの学習体験ができたことなどがあります。私の社会人

としての原点が、経法大にあると思っています。 

■最後に校友の皆さんにメッセージをお願いします。 

　高知支部長を務めさせてもらうようになって４年目になり

ます。それまでは、経法大のことは遠い過去のことであり、あ

まり考えたことはありませんでした。支部長になって後輩た

ちと交流を深めていく中で、後輩たちが大学について「経法・

経法」と明るく誇らしげに話していることが不思議でなりま

せんでした。 

　しかし、第３回の高知支部総会の折りに、大学紹介のDVD

で施設の変貌ぶりや在学生の姿を見て、納得することができ

ました。また、昨年１１月の「経法祭」に高知支部役員と参加

して、母校の発展した姿を実際

に確かめることもでき、経法大

を卒業して本当によかったとい

う喜びと母校への誇りのような

ものを感じることができました。 

　今後は、微力ではありますが、

高知支部会員と共に協力し合い、

大学発展のために少しでも寄

与していきたいと考えています。 

 

★どんな学生生活を過ごされましたか。

　1回生の基礎ゼミ（橋本ゼミ）で、裁判所見学に行き、裁判

を傍聴しました。その時、そこで働く職員さんを見て、『こう

いう仕事っていいな』と思い、その時から法曹界への憧れが

ありました。また、教師になりたいという希望もあり、教職課

程も履修していました。 

　大学の授業では、長谷川正安先生の憲法はとてもわかり

易くて好きな講義でした。アルバイトも時々やりました。特

に印象的な仕事は空港のチェックイン業務（JAL）です。当

時は旅行業界にも興味があり、なかなか出来ない経験をさ

せていただきました。実は学生時代1回も海外旅行には行っ

たことがなく、今でも、ちょっと後悔しています。 

★現在の仕事を選んだ動機はなんですか。 

　父親が警察官だった影響もあり、裁判所職員・警察官・教

員等の公務員一本に絞って受験しました。しかし、すべて不

採用になってしまい、どうしたらいいか分からなくなっていた

とき、樫原先生から『法曹界の仕事をしたいなら大阪弁護士

会へ履歴書を送りなさい』と言われました。 

　素直に履歴書を弁護士会へ郵送したところ、石田・佐井法

律司法書士事務所で弁護士助手として採用していただきま

した。現在はライオン橋法律事務所に勤務しております。当

時はバブル崩壊直後の就職氷河期といわれるほどの就職難

の時代で、友達は大変苦労して就職活動を行っていました。

私は民間企業への就職活動はしていなかったので、ちょっと

気まずかったですね。 

★現在のお仕事について教えてください。 

　主に弁護士が裁判で使用する資料の作成や資料調査業務

をしています。時には膨大な資料を短期間で作成しなけれ

ばならないこともあります。裁判で思い通りの判決を出た時

は自分のことのようにうれしくなります。この仕事をやって

いて本当に良かったなと思いますね。 

　女性だけの事務所のため、ほとんどの依頼者が女性です。

DV事件の裁判では、被告の男性が女性の居場所をなんとか

探そうとしたり、裁判結果に罵声を上げることも少なくなく、

そんな時には、何とかしてこの異常な状況から救い出してあ

げたいという使命感を感じます。 

　私たちの仕事はあ

くまでも弁護士のサ

ポートのため、仕事上

で辛かったことはあ

まりありませんが、最

初の頃はヤミ金業者

の脅しの電話が怖く

て電話が鳴らないよ

うにと祈ったことも

あります。（笑） 

　今後の目標として、

現在の仕事に役立つ

資格を取得したいと

考えています。  

★最後に校友会会員の皆さんにメッセージがあればお願い

します。

　『女性会員の集い』に参加したら、同期の仲間がいなくて、

ちょっと寂しかったので、私が幹事になってみんなを集めよ

うと自主的に幹事に立候補しました。『みんなが気軽に集ま

れる同窓会』というのが理想です。校友会総会に参加したら、

子供と一緒に参加している校友がいて、私も来年は子供を

連れて行きたいなと思いました。 

　女性校友の皆さんには、来年の校友会総会は家族連れで

たくさんのご来場お願いします。また、経法祭には校友会の

ブースもあるそうなので、今年は家族で参加して、数多くの

校友の皆さんとお会いできるのを楽しみにしております。  

 

 

インターンシップ学生を指導する浅尾さん 


